
 
 

2024 年 3 月 6 日（水）、協定校であるマニラアドベンティスト大学（MAC, フィリピン）から関係者 20

名が来訪されました。 

 

学内ツアーでは各学科専攻を回り、設備の見学や体験等を行いました。診療放射線学科、看護学科、臨床

工学科、臨床検査学科の実験室や実習室の見学では、充実した設備を見て終始驚いている様子でした。リ

ハビリテーション学科理学療法学専攻では、専攻の教員が歩行訓練指導の様子を英語でデモンストレー

ションし、MAC の皆さまの笑いを誘っていました。また、作業療法学専攻のけん玉体験では皆さまとて

も盛り上がり、「フィリピンにけん玉を持って帰りたい！」という方もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲診療放射線学科 実験室見学の様子           ▲理学療法学専攻 歩行訓練指導デモの様子 
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▲作業療法学専攻 けん玉体験の様子           ▲看護学科 実習室見学の様子の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲臨床工学科 実習室見学の様子             ▲臨床検査学科 実習室見学の様子 

  

ウェルカムパーティーでは、MAC の皆さまの文化に合わせて、ヴィーガン料理でおもてなししました。 

 

 

 

 

 

 

 

▲お土産贈呈                   ▲ヴィーガン料理のランチ 

 

MAC 関係者の来訪は 2016 年 12 月以来約 7 年ぶりでしたが、本学教職員が 2023 年の 7 月にマニラアド

ベンティスト大学を訪問しており、今回の訪問でパンデミック後初めての相互訪問が実現しました。 

今後は教職員、学生の訪問や研修、研究などコラボレーション等、協定校として両大学間の交流を活発化させ

ていく予定です。 


